
Release Note 20240617 
 
国連CEFACT標準準拠のメッセージBIE表の作成支援ツールを公開しました。 
ツールに新たに追加された機能は次の2点です。 

 BBIE補足情報（SC: Supplementary Component）の展開。 
 XMLスキーマに加えてXMLメッセージインスタンスの生成。 

 
メッセージBIE表の作成支援ツールは以下よりダウンロードできます。 
 SIPSホームページ国際標準EDIメッセージ設計ツール 

http://www.caos-a.co.jp/SIPS/dictionary/Message_Tool.html 
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メッセージ設計支援機能
・バリデーションにより、CCL
登録有無、文法上の間違えを
検出。
・クラス図によりメッセージ
構造の妥当性を検証。

・メッセージ定義表（EXCEL）
は、使用している帳票の項目
をCCLに登録されているデータ
定義を使って、CCBDAの規則
に従って人手で策定する。

・CCLに未登録の
データ項目は、国連
CEFACTに追加要求
として提案する。

・CCLに登録されて
いるデータ型スキー
マーをインポートす
る。

・企業システムに
メッセージ定義XML
スキーマを取込み、
アプリケーション・
データとのマッピン
グを行う。

・メッセージ定義表
にサンプル・データ
を設定し、企業シス
テムのテストに使用
する。

・プラットフォーム
との接続テストはプ
ラットフォーマーが
設定するテスト方法
に従う。


